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阪神・淡路大震災10周年記念事業
問い合わせ　企画課　138-2009

12月1日から、住民異動の
届出時に本人確認を行います。

　最近、本人になりすました虚偽の届出による被害が発
生しています。このような事件を未然に防ぐため、住民
異動届出時に、届出人の本人が確認できる証明書などの
提示をお願いします。

◎本人確認を行う住民異動届　転入届・転出届・転居届
◎本人確認の対象者　住民異動届の届出人(代理人等含む)
◎確認書類　運転免許証・パスポート・住民基本台帳
　　　　　　カード・各種健康保険被保険者証・各種
　　　　　　年金手帳(証書)等

問い合わせ　市民課　138-2030
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「阪神・淡路大震災～犠牲者の記録～」
登録にご協力ください

　震災10年を契機として「大震災の経験の集積と伝承」を基本方針に、犠牲
者の記録(お名前、写真、ご遺族の想い等)を収集・保存します。
　ご遺族の皆さんにおかれては、登録に参加いただき、記録の収集・保存に
ご協力くださいますよう、お願い申し上げます。
【登録方法】

　　電話で、下記の調査部「犠牲者の記録」担当へ『登録申込書』をご請求
　ください。記念協会から『登録申込書』を送付します。
　※登録申込書には、犠牲者の氏名・年齢・住所・被災場所・ご遺族の想い
　　等を記入し、犠牲者の顔写真(写真はなくても登録できます)を添付して
　　ください。
【公開方法】

　　提供いただいた情報・写真は、阪神・淡路大震災記念「人と防災未来セ
　ンター」資料室内のパソコンで公開させていただきます。
　※希望により非公開とすることもできます。

創造的復興フォーラム
　復興10年総括検証の成果を、全世界の共有財産として国内外に発信するた
め、「創造的復興フォーラム」を開催します。ぜひご参加ください。
■日時・テーマ　①平成17年１月12日(水)午前10時「まちづくり」／午後１
時30分「防災」②１月13日(木)午前10時「産業雇用」／午後１時30分「総括
検証」③１月14日(金)午前10時「社会・文化」／午後１時30分「健康福祉」
④１月15日(土)午後「検証結果の総括・未来に向けた視点からの議論(パネ
ルディスカッション)」　■会場　神戸国際会議場

日本福祉文化学会　兵庫大会
■日時　平成17年１月29日(土)・30日(日)　
■会場　神戸ベイシェラトンホテルほか
■内容①「震災復興と福祉文化の創造」長崎
純心大学教授・一番ヶ瀬康子氏②「阪神・淡
路大震災の教訓を活かしたユニバーサル社会
の形成」県立総合リハビリテーションセン

問い合わせ　創造的復興フォーラム実行委員会事務局
1078-362-4040(兵庫県復興企画課内)

問い合わせ　阪神・淡路大震災記念協会　1078-262-5586
(ホームページ：http://www.hanshin-awaji.or.jp)

伝えたいあの日 Part１
 《タイガー大越スペシャルコンサート》
■日時　平成17年１月16日(日)午後５時開演(４時30分開場)　 ■会場
美術博物館　■内容　 震災から10年。追悼と支援への感謝、そして…
希望に向かって元気と勇気と優しさを発信するコンサート＆市民が写
した震災記録スライド展　※ボランティアグループ「芦屋おたすけた
い」が、喫茶ルームを開店(正午～５時)　■出演　タイガー大越(トラ

ンペット)、竹下清志(ピアノ)　■入場料　2,000円(前売り完売後の当日券なし)　■チケット
発売所　美術博物館、ボランティアグループ「とまと」・富田泰子(132-0830)

《震災から10年　米田知子展》
■日時　平成17年1月15日～17日、午後１時～５時(16日は午後４時まで)　■会場　美術博物
館(入場自由)　■内容　ロンドン在住の写真家・米田知子が10年後の芦屋に見たものは？
■問い合わせ　ボランティアグループ「とまと」・富田泰子(132-0830)

市民オペラ「アマールと夜の訪問者」　　　　　
　　　　　　　　　　＆　バレエ「くるみ割り人形」

■日時　平成17年１月８日(土)午後６時開演
■会場　ルナ・ホール　■内容　＜第１部＞
メノッティ作曲オペラ「アマールと夜の訪問
者」／指揮・西牧潤／演出・清水光彦／出
演：西川眞美、南出真美、神田裕史、時宗
務、稲月秀樹　＜第２部＞チャイコフスキー

芦屋モダニズム文化の復興　震災追悼コンサート
■日時　平成17年１月14日(金)午後１時～３時
■会場　ルナ・ホール　■内容　＜第１部＞講
演「細雪とその時代～芦屋と阪神文化の復興
～」講師：武庫川女子大学教授・たつみ都志氏
＜第２部＞追悼コンサート「パンフルート＆シ
ンセサイザー・ピアノ」／曲目：「Ｇ線上のア
リア(バッハ)」「月の光(ドビュッシー)」ほか／
出演：ウォルティ・ブヘリ＆宋由紀ほか　■入
場料　1,000円　■申し込み・問い合わせ　往復
はがきで、12月30日(木)＜消印有効＞までに、
21世紀あしや生涯学習・村尾(1078-811-3949 〒
658-0051 神戸市東灘区住吉本町1-10-30)へ。

作曲バレエ「くるみ割り人形」／指揮・藤田
秀樹／出演：波多野澄子バレエ団／芦屋交響
楽団、芦屋合唱協会　■チケット　2 , 5 0 0円
(当日券は販売しません)　■チケット発売所
文化振興財団、モンテメール大蓄　■問い合
わせ　松本(132-2044)

ター顧問・澤村誠志氏③リレートーク「震災
後10年の取り組みと今後の課題」④大会セレ
モニー「震災鎮魂合唱組曲『1 9 9 5年１月1 7
日』」「復興に向けて～和太鼓『輪田鼓』」
■参加費　4,000円　■申し込み　１月８日(土)
までに、あしや喜楽苑・衣川(134-9287)へ。

問い合わせ
女性センター　138-2023

「１．１７メッセージ」を募集します
　被災地から全国へ、感謝の気持ちなどを発信するメッセージを募集して
います。支援への感謝・現在の暮らし・今後への決意・教訓を踏まえたア
ドバイス等を、Ａ４用紙１枚以内(メッセージ400字程度、イラストも可)に
まとめご応募ください。
【応募方法】

　12月20日(月)＜必着＞までに、氏名(ふりがな)・住所・年齢・職業・電話
番号を記入し、郵送・ファクス・Ｅメール(fukkousuishinka@pref.hyogo.jp)・
ホームページ(http://web.pref.hyogo.jp/hukkou/message/)で下記へ。

問い合わせ　阪神・淡路大震災10周年記念事業推進会議
1078-362-4357/FAX078-362-4378

(〒650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1 兵庫県復興推進課内)　


